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 2015年北海道新幹線「（仮称）奥津軽駅」開業！

　

農
林
水
産
統
計
業
務
に
よ
り

　

農
林
水
産
大
臣
　

　

　
　
感
謝
状
贈
呈

功績をたたえ今別町文化賞・スポーツ賞の表彰

　

１
月
９
日
、
今
別
町
中
央
公
民
館
で
歳

末
謝
恩
大
売
出
し
加
盟
店
会
主
催
の
大
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
抽
選
券
を
手
に
大
勢
の

町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

抽
選
会
は
こ
れ
ま
で
商
工
会
館
２
階
で

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
階
段
を
昇
る
の

が
難
儀
な
方
々
に
配
慮
し
、
中
央
公
民
館

に
会
場
を
移
し
た
と
こ
ろ
、
午
前
10
時
の

開
始
か
ら
大
行
列
が
で
き
、
出
店
し
た
お

店
も
午
前
中
の
早
い
時
間
に
商
品
が
売
り

切
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
ド
ッ
プ
引
き
ゲ
ー
ム
等

が
有
料
で
行
わ
れ
、
そ
の
収
益
金
は
「
ふ

れ
あ
い
文
庫
」
の
図
書
購
入
に
役
立
て
た

い
と
本
郷
鉄
男
町
商
工
会
長
が
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
「
大
当

た
り
」
の
鐘
が
鳴
り
響
き
、
ド
ン
ド
ン
景

品
が
出
て
い
き
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
の
統
計
の
日
を
記
念
し
て
「
平
成

22
年
度
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
行

わ
れ
、
当
町
で
は
２
人
の
受
賞
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

故
藤
巻
光
春
氏
が
「
漁
業
経
営
調
査
」
の
簿

記
記
帳
関
係
農
林
水
産
統
計
業
務
を
平
成
７
年

か
ら
満
15
年
以
上
継
続
し
て
行
っ
た
こ
と
か
ら

永
年
協
力
者
と
し
て
、
こ
の
た
び
妻
の
藤
巻
榮

子
氏
（
砂
ケ
森
・
76
歳
）
に
漁
船
漁
業
統
計
部

門
の
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
高
橋
信
博
氏
（
関
口
・
67
歳
）
は
、「
農

業
経
営
統
計
調
査
」
の
簿
記
記
帳
を
５
年
以
上

継
続
し
て
協
力
し
て
お
り
、
畜
産
物
生
産
費
生

産
部
門
の
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
今
別
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与

式
が
１
月
20
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

文
化
関
係
で
は
、
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
出

場
し
た
川
村
茉
以
さ
ん
と
阿
部
篤
子
さ
ん
、
そ
し

て
英
語
弁
論
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
木
村
こ
こ
ろ

さ
ん
は
じ
め
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

秀
な
成
績
を
納
め
た
中
学
生
が
文
化
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
全
国
高
校
総
体
ボ
ク
シ

ン
グ
ミ
ド
ル
級
で
優
勝
し
た
青
森
工
業
高
校
３
年

の
荒
内
俊
樹
君
（
今
別
中
出
身
）、
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競
技
で
優
勝
し
た
相
内
紀
貴

さ
ん
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
で
活
躍
さ
れ
た
大
学

生
・
高
校
生
と
今
別
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
１
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
生
５
人
が
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競

技
で
の
活
躍
か
ら
少
年
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
相
内
利
男
教
育
委
員
長
よ
り
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
小
鹿
町
長
か
ら
「
受
賞
さ
れ

た
方
々
に
は
、
今
後
も
町
の
リ
ー
ダ
ー
、
他
の
模

範
と
し
て
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。」

と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し

て
木
村
こ
こ
ろ
さ
ん
（
今
別
中
３
年
）
が
「
輝
か

し
い
賞
の
受
賞
は
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後
も

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
振
興
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
に
平
成
19
年

か
ら
３
年
以
上
選
手
と
し
て
出
場
し
活
躍
さ
れ
た

小
野
智
美
さ
ん
（
今
別
小
教
諭
）
に
、
努
力
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

歳末謝恩大売出し大抽選会で今年の運だめし！

ドップ引きの収益は図書
購入へ役立てられます　

高橋信博氏 藤巻榮子氏

大行列ができた中央公民館での抽選会

【文化奨励賞】　　　　　　　　（敬称略）

☆川村　茉以（青森東高３年）浜名（日本音楽部門）
☆阿部　篤子（青森東高２年）今別（放送部門）
☆木村こころ（今別中３年）大泊　（英語弁論）
☆加賀谷光輝（今別中２年）山崎　（　　〃　　）
☆相内　優奈（今別中３年）村元　（英語スピーチ）
☆宮本　拓也（今別中３年）村元　（　　　〃　　　）

【スポーツ賞】
☆荒内　俊樹（青工高３年）平内町在住（今別中出身）

（ボクシング）　
☆相内　紀貴（一般）浜名　　　　　　（水泳）
☆澤田　稔章（朝日大学４年）山崎　　（フェンシング）
☆澤田　悠太（青北今別校舎２年）山崎（　　　〃　　　）
☆川浪　光輝（青北今別校舎２年）今別（　　　〃　　　）
☆木村総司郎（青北今別校舎１年）浜名（　　　〃　　　）
☆最上百美夏（黒石高校３年）奥平部　（　　　〃　　　）
☆最上茉莉菜（黒石高校１年）奥平部　（　　　〃　　　）
☆今別町ママさんバレーボールクラブ（団体）

【少年スポーツ賞】
《フェンシング》
☆川村　紘平（今別小６年）浜名
☆田中　　純（今別小２年）奥平部
☆田中　深雪（今別小６年）奥平部
☆澤田　朱里（今別中３年）山崎
☆澤田　晃希（今別中１年）山崎

【青森県民駅伝競走大会表彰】
《努力賞》
☆小野　智美（今別小教諭）今別
　青森県民駅伝競走大会に３年以上選手として出場
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第
42
回
東
郡
児

童
美
術
展
に
今
別

小
学
校
か
ら
「
絵

画
の
部
」
に
39
点

「
版
画
の
部
」
に

43
点
を
出
展
し
、

「
絵
画
の
部
」
で

２
年
の
藤
田
あ
さ

ひ
さ
ん
が
推
奨
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

特
選
に
輝
い
た

児
童
や
入
選
者
も

多
数
あ
り
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま

す
。

「
絵
画
の
部
」

☆
推
奨　

藤
田
あ
さ
ひ
（
２
年
）

☆
特
選　

畠
山　

拓
斗
（
３
年
）

　
　
　
　

五
十
嵐
龍
斗
（
４
年
）

☆
入
選　

嶋
中　

隆
斗
（
１
年
）

　
　
　
　

最
上　

衣
織
（
２
年
）

　
　
　
　

畠
山
聖
令
奈
（
２
年
）

　
　
　
　

平
野
内
晃
大
（
４
年
）

　
　
　
　

水
嶋　

陽
翔
（
４
年
）

　
　
　
　

三
浦　

瑞
希
（
４
年
）

　
　
　
　

平
山
未
来
生
（
５
年
）

　
　
　
　

川
村　

紘
平
（
６
年
）

　
　
　
　

太
田　

翔
偉
（
６
年
）

藤田あさひさん「推奨」受賞

もうすぐ一年生
平成23年度の今別小学校　　
入学児童　８名を紹介します

　12月28日、竜飛今別漁協本所前で朝

市が開催され、午前７時の花火が上が

る前から人々が繰り出しました。　　

　イカや生花、魚介類、いのしし肉な

ど正月用品を買い求める人々で賑わい

ました。　　　　　　　　　　　　　 12月27日、今別八幡宮にしめ縄を奉納
大泊壮年会で12月30日　
稲荷神社にしめ縄を奉納

11月８日、大泊地区秋
の収穫祭で、10年ぶり
に大のぼりを奉納　　

元気いっぱいの１年生の作品

５位だけど大きな賞品獲得

ふれあい文庫の利用時間は　　　
午前10時から午後３時までです。

（休館日は日曜日・月曜日・祭日）

推奨に輝いた作品

狙いはどうだ？

卯年が良い年でありますように
《年末の風景》

子どもたちの作品
が壁いっぱいに！

酢
を
使
っ
た
料
理
で

ヘ
ル
シ
ー
に

ふ
れ
あ
い 

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

　

今
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
ふ
れ

あ
い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、
１
月
21
日

今
別
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
や
か
も
め
共

同
作
業
所
、
今
別
中
１
・
２
年
生
な
ど
が
参

加
し
、
ボ
ー
ル
送
り
リ
レ
ー
や
輪
投
げ
競
争

な
ど
８
種
目
の
競
技
を
行
い
交
流
を
深
め
ま

し
た
。【大

会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

▼
優　

勝　

か
も
め
共
同
作
業
所
チ
ー
ム

▼
準
優
勝　

町
身
障
福
祉
会
チ
ー
ム

▼
第
３
位　

曙
・
旭
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　

☆
殊
勲
賞　

中
嶋
文
子

　

☆
敢
闘
賞　

相
内
敦
美

　

☆
技
能
賞　

小
野
そ
だ
つ

　

１
月
12
日
、
荒
馬
の
里
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
青
森
農
協
北
地
域
女
性

部
今
別
支
部
（
支
部
長　

川
村
弘
江
）
で
、

身
体
に
や
さ
し
い
「
酢
」
を
使
っ
た
料
理

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
大
興
産
業
株
式
会
社
の
鳥
越

和
泉
氏
が
務
め
、
エ
ー
コ
ー
プ
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の「
五
倍
酢
」や「
ら
っ
き
ょ
う
酢
」

を
使
っ
て
か
ま
ぼ
こ
の
磯
香
あ
え
、
あ
さ

り
の
み
そ
汁
等
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
骨
粗
鬆
症
予
防
や
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
に
と
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
る

「
酢
」
の
効
能
を
確
か
め
る
よ
う
に
、
出

来
上
が
っ
た

料
理
を
味

わ
っ
て
い
ま

し
た
。

※１月12日現在の住民基本台帳より（敬称略）

　菊
きく

　地
ち

　優
ゆう

　吾
ご

　　　田
た

　村
むら

　七
なな

　海
み

　須
す

　藤
とう

　泰
たい

　雅
が

　　　若
わか

　佐
さ

　心
ここ

　音
ね

　相
あい

　内
うち

　隆
たか

　利
とし

　　　吹
すい

　田
た

　　　然
ぜん

　加
か

賀
が

谷
や

　千
ち

　波
なみ

　　　嶋
しま

　中
なか

　幸
こう

　太
た

　

「
ふ
れ
あ
い
文
庫
」
に
今
別
小
学
校
全
児
童

１
０
４
名
の
版
画
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
感
性
が
ひ
か
り
表
現
力
豊
か
な

作
品
は
、
見
る
人
の
心
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

版
画
の
ほ
か
に
書
道
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、「
ふ
れ
あ
い
文
庫
」
へ
是
非
、

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
８
日
、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
５
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
冬
休
み
親
子
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し

て
、
親
子
や
仲
間
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
今
別
町
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
が
主

催
し
、「
ペ
タ
ン
ク
」
競

技
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
だ
け
の
チ
ー

ム
、
母
親
の
チ
ー
ム
と

チ
ー
ム
編
成
も
工
夫
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
獲
得

を
目
指
し
て
戦
い
、
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
準
備
し
て
く
れ

た
「
ト
ン
汁
」
で
温
ま
り
、

楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。 冬

休
み
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

参
加
チ
ー
ム
と
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
位　

大
穴
チ
ー
ム

２
位　

バ
ン
ビ
チ
ー
ム

３
位　

工
美
交
チ
ー
ム

４
位　

チ
ー
ム
ロ
ー
カ
ル

５
位　

和
也
チ
ー
ム

「
版
画
の
部
」

☆
特
選　

嶋
中　

隆
斗
（
１
年
）

　
　
　
　

相
内　

由
依
（
５
年
）

☆
入
選　

野
土　

捺
智
（
２
年
）

　
　
　
　

太
田　

和
吹
（
３
年
）

　
　
　
　

和
島　
　

（
３
年
）

　
　
　
　

小
鹿　

夏
海
（
４
年
）

　
　
　
　

千
葉　

麗
樹
（
５
年
）

　
　
　
　

中
島　

楓
花
（
６
年
）

　
　
　
　

田
中　

深
雪
（
６
年
）

　
　
　
　

工
藤　

将
太
（
６
年
）

副賞の盾を手に　　
する藤田あさひさん

　　　東郡児童美術展　　　

中学生もハッスル

いろいろな種類の

酢を使って調理　
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☆参考賃借料（10ａあたり）平成23年４月１日から

農地の区分 賃借料の標準額 地域名
牧草畑 町内統一 1,000円 全地域

２　農作業委託料金

作　業　名 単　位
標　　準　　額

備　　考
23年度 22年度

水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

耕起（トラクター） 10ａ当たり 4,500円 4,500円

田
植

苗 も ち 10ａ当たり 27,000円 27,000円
苗 な し 10ａ当たり 6,000円 6,000円 

荒 代 か き 10ａ当たり 3,500円 3,500円
代 か き 10ａ当たり 3,500円 3,500円
荒代同時仕上げ 10ａ当たり 6,000円 6,000円
牧 草 作 業 一 式 10ａ当たり 15,000円 －

刈
　
取

　
・

　
脱

　
穀

バインダー 10ａ当たり 7,000円 7,000円 結束ひもを含む
ハーベスタ 10ａ当たり 6,000円 6,000円

コンバイン
10ａ当たり 12,500円 12,500円

補助員がつかな
い場合（グレン
タンク付き）

10ａ当たり 10,000円 10,000円 補助員がつく場合
10ａ当たり 2,000円 2,000円 結束の場合（割増）

生 乾 燥 １俵当たり
両者間で決める

補 助 乾 燥 １俵当たり

畑
耕
起

平 坦 地
10ａ当たり

（トラクター）

5,000円 5,000円

傾 斜 地 6,000円 6,000円

う ね 上 げ 5,000円 5,000円

雪かきの際は、健康管理やケガに注意しましょう。

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めることが
困難な場合、申請をして承認されると、保険料の納付が猶予
される若年者納付猶予制度があります。
　30歳未満の方で、本人・配偶者の前年の所得が一定額以下
であれば申請により、保険料の納付が猶予されます（世帯主
の所得は審査の対象外です）。
　保険料を納めないままにしておくと「もしも」のときの障
害基礎年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。
納めることが困難な場合は、申請をしましょう。
《お問合せ先》

　青森年金事務所国民年金課　TEL　017－734－7499

若年納付猶予制度があります

地上デジタル放送聴視のための　　

地デジチューナー支援拡大
　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ聴
視できない「ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯」に対する支
援を行っています。
　今回、その支援の対象に「市町村民税非課税世帯」を加
えることとなりました。
　まだ地上デジタル放送を聴視していない「世帯全員が
市町村民税非課税の措置を受けている世帯」に、簡易な
チューナー1台を無償で給付します。
申込受付期間　平成23年１月24日～平成23年７月24日

　　　　　　　（平成23年４月１日以降の支援は平成23年

度予算の成立が前提）

申込みにあたっては、

　・申込書　

　・資格証明書　世帯全員が記載された住民票の写し
　　　　　　　　世帯全員分の市町村民税非課税証明書
　以上の書類を「総務省　地デジチューナー支援実施セン
ター」へ郵送してください。
　申込書は役場総務課企画に備えつけてあります。
《お問合せ先》

　総務省　地デジチューナー支援実施センター
　　　　　　TEL　0570－023724
　また、NHK放送受信料全額免除世帯への支援のお問い
合わせは、地デジチューナー支援実施センターへ
　　　　　　TEL　0570－033840

雪国の宿命……雪かき。今年もみなさんがんばっていることでしょう。腰が痛い、
足が痛い、いろいろな体の不調も出ていることと思いますが、なぜか雪かきはがん
ばりすぎてしまう、雪国人の習性ですね。しかし、体調が悪いまま続けると、命に
かかわる事故も毎年報告されています。以下のことを参考に、安全に雪かきを行い
ましょう。

雪かき作業前
・寒さは、血管を収縮させるので血圧が上がってしまいます。作
業の前に、防寒着などを着用して、できるだけ温度の変化が少な
いような工夫をしましょう。
　また、冷たい空気を吸い込むことがないような工夫をしましょう。
・起床して直ぐに雪かきをするのは身体に良くありません。
・作業中は多量の汗をかくことがありますので、事前にお茶などを飲んで水分補給
しておくことが重要です。
雪かき作業中
・湿った重い雪の雪かきは、重労働です。特に力んだりすると血圧と脈拍が上がり
ます。血圧が高い方や心臓が悪い方などは、無理な作業はしないようにしましょ
う。また、重い雪により足腰を痛めたりすることもあるので、足腰に負担にならな
いよう注意して作業しましょう。
・身体に過大な負荷がかからないよう休憩をとりながら作業をしましょう。
・作業中は、多量の汗をかくことがありますので、体温の調整と水分管理に注意し
ましょう。
雪かき作業後
・作業が終わったら、お茶などを飲んで水分補給しましょう。身体の水分が少なく
（脱水症状に）なると血流が悪くなり、脳梗塞や心筋梗塞の原因となる場合があり
ます。
・作業が終わったら、直ちに汗を拭き取り、乾いた衣類に着替えましょう。
　汗に濡れた衣類を着たままでいると体温が奪われ、体調を崩す場合があります。

賃借料の標準額
☆標準賃借料（10ａあたり）　平成23年４月１日から

農地の区分 賃借料の標準額 地域名

田 町内統一 8,000円 全地域

畑 町内統一 2,000円 全地域

農作業標準労賃
【注】　この農業労賃及び農作業受託料金は、取り決めの際の目安とな

るものであり、各地域により事情があると思われますので、柔軟
な対応をお願いします。

１　農業労賃

作　業　名 単　　位
標　　準　　額

備　考
23年度 22年度

水
　
田

　
作

　
業

苗 取 １日 5,160円 5,070円 一
日
当
た
り
八
時
間
を
標
準
と
す
る

（
賄
い
抜
き
）

田 植 １日 5,160円 5,070円

除 草 １日 5,160円 5,070円

稲 刈 １日 5,160円 5,070円

脱 穀 １日 5,160円 5,070円

病 中 害 防 除 １日 5,160円 5,070円

その他の作業 １日 5,160円 5,070円

畑 作 業 一 般 １日 5,160円 5,070円

果 樹 作 業 一 般 １日 5,160円 5,070円

牧草刈取（モア） 10ａ当たり 3,000円 3,000円

【積算根拠】
　　青森県最低賃金
　　　平成22年10月29日施行　１時間645円
　　　　645円×８時間＝5,160円

平成23年度賃借料及び農作業標準労賃表

2月は赤十字社員増強運動月間です！
　２月１日から「赤十字を支えるあなたの力」をスローガンに「赤十字社員増強運
動」が実施されています。赤十字の様々な活動は皆さんから寄せられる活動資金（社
費・寄付金）によって支えられています。
　ご支援いただいた活動資金は、国内外で災害救助活動、赤十字奉仕団によるボラ
ンティア活動、救急法等講習普及活動などに役立っています。　　
《お問合せ先》　町民福祉課福祉担当　TEL　35－3004

今別町農業委員会
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○
今
別
町
ホ
タ
テ
漁
業
者
の
高

　
水
温
被
害
は

質
問　

我
が
町
の
ホ
タ
テ
漁
業
者
も
、
相
当
な

被
害
が
出
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

我
が
町
の
ホ
タ
テ
漁
業
者
は
何
人
ぐ
ら
い

か
、
ま
た
被
害
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
さ
ら
に
、

今
後
の
漁
業
者
に
対
し
て
の
町
の
取
組
み
は
ど

う
な
の
か
伺
い
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

我
が
町
で
も
漁
業
者
５
件

中
、
４
件
が
高
水
温
被
害
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
全
体
被
害
額
は
約
５
９
０
万
円
の
見

込
み
で
す
。

　

今
後
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
種
苗
確
保
に
つ
い
て

は
、
関
係
方
面
へ
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て

質
問　

（
１
）
仮
称
奥
津
軽
駅
建
設
の
状
況
、

情
報
は

総
務
課
長　

現
在
、
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
検
討
会
議

に
お
い
て
、
応
募
い
た
だ
い
た
34
点
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
協
議
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
中
に
は
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
決

定
し
、
建
設
主
体
の
鉄
道
運
輸
機
構
に
提
示
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
運
輸
機
構
で
は
、
町
か
ら
推
薦
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
に
計
画
案
を
作
成

し
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
基
本
設

計
、
実
施
設
計
を
行
っ
た
上
で
駅
舎
本
体
工
事

に
着
工
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

　
（
２
）
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
伺
い
た
い

総
務
課
長　

建
設
主
体
の
鉄
道
運
輸
機
構
や
Ｊ

Ｒ
北
海
道
と
綿
密
な
協
議
を
行
い
、
平
成
27
年

度
の
開
業
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
は
、
津
軽
半
島
地
域
の
各
市
町
村
や
道
南
地

域
と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

○
新
幹
線
開
業
へ
の
取
組
み
に

　
つ
い
て

質
問　

（
１
）
新
青
森
駅
開
業
に
対
し
て
の
取

組
み
と
成
果

　

東
北
新
幹
線
が
新
青
森
駅
ま
で
開
通
し
、
こ

れ
を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
、
催

し
物
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
我
が
町
で
も
参
加

し
て
い
た
な
ら
、そ
の
参
加
内
容
を
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
開
業
に
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
事
例
等
の
研
修
や
、
当

町
の
加
工
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
物
産
の
販
売
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
活
動
に
よ
り
現

わ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

　
（
２
）
（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
に
生
か
せ

る
も
の
は
あ
っ
た
か

　

５
年
後
に
迫
っ
た
奥
津
軽
駅
の
開
業
に
生
か

せ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
説
明
願
い
た
い
。

総
務
課
長　

新
青
森
駅
の
開
業
イ
ベ
ン
ト
等

は
、
全
般
に
規
模
が
大
き
い
た
め
当
町
で
の
実

施
は
、
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
各

種
事
業
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
事

業
展
開
に
よ
る
「
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

吉
田
せ
つ
氏
（
大
泊
72
歳
）、
上
野
一
子
氏
（
大
川
平
63
歳
）
の
２
名
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
。

○
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
８
月
31
日
か
ら
９
月
１
日
に
か
け
て
の
、
豪
雨
に
よ
る
農
業
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

す
る
た
め
の
も
の
。

○
今
別
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
も
の
。

　
長
島
三
千
次
議
長
が
体
調
不
良
に
よ
り
議
長

職
を
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
最
終
日
の
22
日

に
議
長
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
明
田
副
議
長
が

議
長
に
、
中
島
議
員
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
正
副
議
長
の
任
期
は
、
平
成
24
年
３
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

副議長

中島邦彦氏

議長

明田平苗氏

○
平
成
22
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
採

択
に
つ
い
て
（
陳
情
）

（
資
料
配
付
）

○
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
を
求
め
る
陳
情
書

　

（
資
料
配
付
）

人
　
事
　
関
　
係

第392回定例会

陳
　
情
・
請
　
願

そ
　
　
の

　
　
他

　
第
３
９
２
回
定
例
会
が
平
成
22
年
12
月
17
日
招
集
さ
れ
、
22

日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
案
６
件
、
人

事
案
件
３
件
、
そ
の
他
２
件
の
あ
わ
せ
て
11
議
案
で
、
10
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
審
議
未
了
と
な
り

ま
し
た
。

予
　
算

　
関

　
係

補正予算の概要
　　　（単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

障害者福祉扶助費　6,200

一　般　会　計 24,099 2,489,458 療養給付費負担金　4,794

児童措置扶助費　 10,513

国保（事業勘定） 増減なし 631,235 保険給付費と予備費で調整

国保（診療施設勘定） 増減なし 150,558 診療所費と予備費で調整

介護（保険事業勘定） 9,097 406,016 保険給付費　　　　9,000

介護（サービス事業勘定） △171 34,549 訪問介護事業費　　△171

簡易水道事業 1,994 170,715 施設管理費　　　　1,994

中　

島　

邦　

彦　

議
員

福　

士　

直　

治　

議
員

議
長
に
明
田
平
苗
氏
、

副
議
長
に
中
島
邦
彦
氏
を
選
出
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○

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　
（
１
）
捕
獲
用
柵
の
設
置
と
効
果
に
つ

い
て

　

本
年
度
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
捕
獲
用
の

柵
を
設
置
し
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い

て
説
明
願
い
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

捕
獲
用
柵
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
県
へ
の
登
録
が
11
月
１
日
以
降
で
あ
る
た

め
、
今
年
度
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
年
度
は
、
23
年
５
月
か
ら
設
置
予
定
で
あ

り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
23
年
度
中
に
報
告

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

○
教
職
員
の
倫
理
観
に
つ
い
て

質
問

（
１
）
具
体
的
な
指
導
要
綱
を
示
せ

　

県
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
教
職
員
の
酒
気

帯
び
運
転
に
よ
る
懲
戒
免
職
が
今
年
だ
け
で
６

人
も
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

　

我
が
町
で
は
こ
の
よ
う
な
報
告
を
う
け
て
い

な
い
が
、
町
教
育
委
員
会
と
し
て
、
教
職
員
へ

の
服
務
規
程
の
遵
守
な
ど
の
指
導
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

教
育
長　

服
務
規
律
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
機

会
に
お
い
て
、
学
校
長
を
通
じ
「
不
祥
事
の
根

絶
と
信
頼
の
確
保
」
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、自
ら
の
使
命
と
職
責
を
自
覚
し
、

服
務
規
律
の
厳
正
確
保
に
努
め
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
。

○
小
中
学
校
の
統
合
計
画
に
つ

　
い
て

質
問

　
（
１
）
27
年
度
の
計
画
案
で
あ
る
が
、

も
っ
と
早
く
着
手
で
き
な
い
か

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
案
で
は
、
平
成
27

年
度
の
統
合
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と

早
く
着
手
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
諸
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

具
体
化
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
計
画
実
現
に
向
け
調
査
研
究
、
関
係

機
関
か
ら
の
意
見
集
約
や
議
論
な
ど
を
重
ね
て

参
り
た
い
。

質
問　

（
２
）
校
舎
の
新
築
を
計
画
し
て
い
る

が
、
そ
の
財
源
を
示
せ

　

７
億
１
千
６
百
万
円
で
校
舎
を
新
築
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
の
校
舎
で
は
無
理
な
の

か
伺
い
た
い
。

　

新
築
す
る
場
合
は
、
財
源
の
確
保
は
で
き
る

の
か
、
ま
た
工
事
費
の
積
算
は
ど
の
よ
う
に
し

て
算
出
し
た
の
か
も
併
せ
て
伺
い
た
い
。

教
育
課
長　

新
築
ま
た
は
中
学
校
校
舎
の
共
用

な
ど
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
か

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

工
事
費
の
積
算
に
つ
い
て
は
、
国
が
建
築
単

価
の
基
準
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
段
階
で
は
流
動
的
な
額
で
あ
り
ま

し
て
、
学
校
経
営
の
基
本
方
針
な
ど
に
よ
り
、

大
幅
に
変
動
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
新
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

質
問

　
（
１
）
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
、
計
画
案
を
示
せ

　

平
成
25
年
に
導
入
さ
れ
る
新
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
廃
止
し
、
75
歳
以
上
は
国
保
へ
加
入
す
る

こ
と
や
、
75
歳
以
上
の
低
所
得
者
に
適
用
さ
れ

て
い
る
保
険
料
の
軽
減
を
縮
小
す
る
こ
と
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
町
で
は
大
幅
に
人
口
の
減
少
が
進
ん
で

お
り
、
今
後
の
高
齢
者
の
医
療
や
生
活
を
ど
の

よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

町
民
福
祉
課
長　

県
及
び
県
内
市
町
村
と
連
携

し
、
国
に
対
し
て
国
保
財
政
の
負
担
軽
減
や
保

険
料
及
び
医
療
費
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
要

望
し
て
い
く
。

　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
協
議
会
や
国
保
制
度

改
善
強
化
全
国
大
会
に
お
い
て
も
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
更
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

国
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
新
し
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

　
（
１
）
新
年
に
向
け
て
新
し
い
町
づ
く

り
の
、
具
体
的
な
構
想
を
示
せ

　

庁
舎
の
改
修
も
ほ
と
ん
ど
終
了
し
、
工
事
費

も
か
な
り
増
額
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
内

容
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
温
泉
発
掘
の
進
捗
状
況
と
、
そ
の
財

源
の
返
済
計
画
を
伺
い
た
い
。

　

さ
ら
に
、
年
度
途
中
で
あ
る
が
一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
連
結
決
算
に
つ
い
て
も
併
せ
て
伺

い
た
い
。

町
長　

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
庁
舎
の
改
修
工

事
も
概
ね
終
了
し
ま
し
た
。

　

財
政
は
大
丈
夫
か
と
の
心
配
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
懸
念
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

　

温
泉
開
発
に
つ
い
て
は
、国
か
ら
の
交
付
金
、

原
燃
交
付
金
、
過
疎
債
等
で
実
施
し
て
い
き
ま

す
。交
付
金
は
返
済
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、

過
疎
債
等
に
つ
い
て
も
、
返
済
は
充
分
可
能
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
連
結
決
算
に
つ
い
て
は
２
月
中
旬
頃

に
見
込
み
数
値
を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
黒
字
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【第３９１回臨時会】
　
平
成
22
年
11
月
24
日
、
第
３
９
１
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
議
案
13
件
を
原
案
ど

お
り
承
認
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
今
別
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

青
森
県
人
事
委
員
会
勧
告
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
改
正
す
る
も
の
。

○
今
別
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
別
町
特
別
職
の
職
員
の
支
給
割
合
を
改
正
す
る
も
の
。

○
今
別
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
別
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
支
給
割
合
を
改
正
す
る
も
の
。

○
今
別
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
別
町
議
会
議
員
の
支
給
割
合
を
改
正
す
る
も
の
。

○
今
別
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

安
定
的
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
も
の
。

○
今
別
町
役
場
庁
舎
補
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

有
限
会
社
マ
ル
エ
イ
相
内
工
務
店
と
の
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
を
可
決
。

　

変
更
契
約
の
金
額
は
、
１
千
５
百
９
４
万
９
千
５
百
円
。

福　

士　

和
比
古　

議
員

議会傍聴は、 町政参加への第一歩です。 次回の定例会は３月です。

11月24日温泉掘削の候補地を視察する各議員

○平成22年度一般会計補正予算の専決について承認されました。

○平成22年度一般会計及び特別会計補正予算は可決されました。

補正予算の概要
（単位：千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額 補正の主なもの

一　般　会　計 70,286 2,465,359
役場補修工事他

　　　54,378

国保（事業勘定） 723 631,235
職員給与調整

　　 　　　723

国保（診療施設勘定） 増 減 な し 150,558
一般管理費と予備
費で調整

介護（保険事業勘定） 157 396,919
職員給与調整

　　　　　157

介護（サービス事業勘定） 増 減 な し 34,720
一般管理費と予備
費で調整

簡易水道事業 319 168,721
職員給与調整

　319

平成22年度補正予算（10月1日専決）
（単位：千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額 補正の主なもの

一 般 会 計 15,086 2,395,073 学校管理費 11,046

予
　
算

　
関

　
係

そ
　
　
の

　
　
他

条
　
例

　
関

　
係



（ 6）

　

今
年
の
総
合
福
祉
展
で
、
和
服
姿
で
き
り

り
と
し
た
表
情
で
お
茶
を
点
て
る
勝
野
ヒ
サ

さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
横
に
は
師
匠
で
妹

の
、
中
島
ケ
イ
子
さ
ん
が
控
え
て
い
ま
す
。

普
段
の
お
稽
古
と
は
違
い
、
と
て
も
緊
張
し

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
い
つ
も
は
若

い
人
た
ち
が
表
に
出
て
お
茶
を
点
て
、
ヒ
サ

さ
ん
は
裏
方
を
引
き
受
け
る
そ
う
で
す
が
、

今
回
の
福
祉
展
で
は
ヒ
サ
さ
ん
が
お
点
前
を

し
ま
し
た
。

　

福
祉
展
会
場
の
開
発
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
の

茶
道
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
お
茶
を
一
服
と
い
う

町
民
が
訪
れ
、
ヒ
サ
さ
ん
が
点
て
て
く
れ
た

お
茶
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
10
年
く
ら

い
前
に
、
ヒ
サ
さ
ん
が
春
ま
つ
り
の
会
場
で

「
野
点
（
の
だ
て
）」
を
行
っ
た
時
は
、「
一

人
も
お
客
さ
ん
が
来
な
か
っ
た
と
き
も
あ
っ

た
」
と
、
苦
い
経
験
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ヒ
サ
さ
ん
は
実
母
か
ら
和
裁
を
習
い
最
近

ま
で
和
服
の
仕
立
て
を
し
て
き
ま
し
た
。
嫁

い
で
か
ら
は
自
宅
で
和
裁
を
教
え
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
呉
服
屋
さ
ん
か
ら
の
依
頼
や
、
青

森
の
呉
服
屋
さ
ん
の
専
属
と
し
て
長
い
こ
と

和
服
の
仕
立
て
を
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
平
成
17
年
こ
ろ
目
の
病
気
を
患
い
、
そ
れ

以
後
は
和
裁
も
で
き
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

茶
道
や
和
裁
を
得
意
と
し
、
和
風
の
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
ヒ
サ
さ
ん
で
す
が
、
戦
後
の

食
糧
難
で
あ
っ
た
若
い
こ
ろ
は
田
畑
の
農
作

業
も
行
い
、
定
時
制
高
校
時
代
は
演
劇
や
歌

な
ど
も
好
き
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
か
ら
、
活

発
な
働
き
者
の
女
性
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で

き
ま
す
。
そ
ん
な
ヒ
サ
さ
ん
は
「
自
分
の
兄

弟
に
は
い
な
か
っ
た
背
が
高
く
、
色
黒
の
男

性
で
あ
っ
た
か
ら
嫁
い
で
き
た
。」
と
旦
那

様
を
横
に
し
て
笑
っ
て
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
嫁
い
で
き
て
か
ら
は
土
建
の
作
業
員
や

錦
石
の
加
工
の
仕
事
も
し
ま
し
た
。
そ
し
て

夜
に
縫
物
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
た
ヒ

サ
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
和
服
を
着
こ
な
し
お

茶
を
点
て
、
穏
や
か
な
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に

い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

編

集

後

記

まちの行事予定� （２／１～３／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

「ご近所で　手と手をつないで　なくそう犯罪」

（12月１日から31日までの届出分）

ご結婚おめでとうございます

　小　鹿　年　平（村　元）

　木　村　沙央里（青森市）

お悔やみ申し上げます

　中　島　サ　ツ（83）村　元

　小　鹿　三　郎（70）二　股

　小　倉　み　つ（91）袰　月

　澤　里　光　命（90）西　田

　山　田　エ　ソ（81）奥平部

　嶋　中　敏　男（73）山　崎

今別の姿
（平成22年12月31日現在）

　面　積　 125.28㎢
　人　口　　3,432人（－ 6）

　　男　　　1,606人（－ 1）

　　女　　　1,826人（－ 5）

　世帯数　　1,569　（－ 3）
　　　　　　　（　）内は前月比

勝　

野　

ヒ　

サ　
さ
ん

�
(

村
元　

77
歳
） ⑪

結構なお点前でした（左端がヒサさん）

笑顔の素敵なヒサさんです

①
野
土　

瑠る

佳か

さ
ん

②
今
別

③
ト
リ
マ
ー

　

６
年
生
に
な
っ
て
、
楽
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
特
に
修

学
旅
行
で
自
主
見
学
の
時
、
道
に

迷
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
グ
ル
ー
プ

の
み
ん
な
と
協
力
で
き
て
、
目
的
地

に
着
き
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
学
期
は
、
も
っ
と
下
学
年
の
お

手
本
と
な
る
よ
う
に
、
残
り
わ
ず
か

の
小
学
校
生
活
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
し
て
楽
し
み
た
い
で
す
。

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

町
の
元
気
な
子
ど
も
達


町
の
た
か
ら

※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下
（
平
成
19
年

４
月
２
日
誕
生
日
以
降
）
の
子
ど
も
さ
ん
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
元
気
で
す
く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し

い
。

　
　
（
母
　
雅
子
さ
ん
の
願
い
）

宮
　
本

　
青せ

い

　
空ら

　
ち
ゃ
ん

（
村
元
地
区
）

善意コーナー
　町民ふれあい文庫にたくさんのコミック本を寄贈して
いただいた秋元哲さん（今別）、田中譲さん（大川平）、
ありがとうございました。

　
最
近
の
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
現
象
は
、
寒
さ
が

続
く
中
で
「
ほ
っ
と
」
な
話
題
と
し
て
、
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
伊
達
直
人
は

果
た
し
て
何
人
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
来
年
度
の
当
町
の
新
入
学
児
童
は
８
人
で

す
。
こ
れ
も
全
国
的
な
少
子
化
現
象
。
こ
の
子

た
ち
の
伊
達
直
人
は
お
父
さ
ん
？
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
？
　
ラ
ン
ド
セ
ル
売
り
場
は
混
み
合
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
（
広
報
担
当
　
木
津
歌
子
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

１
月
号
の
広
報
、「
平
成
22
年
町
の
主
な
で

き
ご
と
」
の
中
で
、
横
岡
亘
氏
瑞
光
双
光
章
受

章
と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は
「
瑞
宝
双
光
章
受

章
」
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　掲載を希望されない方は、届出での

時に町民福祉課町民担当へ申し出て下

さい。また、東奥日報・東奥ウェブに

ついても同様申し出て下さい。

２／２（水）・人権・行政相談日《中央公民館》 総　務

　　３（木）・第29回今別町社会福祉大会 社　協

　　６（日）・今別町消防団鎮火祭《今別八幡宮》 総　務

　　11（金）・第21回婦人芸能祭《開発センター》 教　育

　　17（木）・救急員救急法講習会《開発センター》 社　協

　　18（金）・家庭介護講習会《開発センター》 社　協

　　28（月）・後期高齢者医療保険料第８期納期限 町　民

３／２（水）・青森北高今別校舎卒業式 教　育

　　３（木）・キクの会《開発センター》 社　協

　　４（金）・県立高校前期選抜試験 教　育

　　９（水）・今別中学校卒業式 教　育

　　10（木）・県立高校前期選抜試験合格発表 教　育

　民間放送教育協会スペシャル番組として、「母の衣
に抱かれて　津軽　袰月ものがたり」が２月11日、下
記の通りテレビ放映されます。ぜひ、ご覧ください。
　青 森 放 送（RAB）10：30 ～ 11：25
　北海道放送（HBC）13：55 ～ 14：50

　ゲートボールクラブではただいま会員を募集してい
ます。年齢、男女問いませんのでどしどし加入下さい。
申込は事務局へ。TEL　0174－35－3081 
　　　　　　　　（町社会福祉協議会　江島まで）

津軽　袰月ものがたりが放映！

ゲートボールクラブ会員募集！




